
「例題で学ぶ建築構造力学２」（初版第 1 刷）正誤表 

43 ページ，1 行目，式(3.11), (3.12)： y → v （6 箇所） 

46 ページ，図 3.12： y → v （2 箇所） 

48 ページ，3 行目： 式(3.34), (3.35)より → >式(3.33)～(3.35) 

49 ページ，例題 3.3 の解答 1 行目： y → v （3 箇所） 

57 ページ，表 4.1，右段最下列：集中モーメントが作用するときの CAB の最初のマイナスを削除 

64 ページ，図 4.26(c)： 部材 BC の軸力は -2m/L 

77 ページ： 以下の通り修正。 

CB CB DE DE CB BC DE ED2 2 0 2 3 2 0
2

PL
M Q L M Q L M M M M− + × − + × = ⇒ + + + + =  

B C D AB BC
5

8 10 8 5 16 0
8

PLφ φ φ ψ ψ⇒ + + + + + =           (4.84) 

を得る。 

式(4.82)～(4.84)の 5つの方程式より，5 つの未知量 B C D AB BC, , , ,φ φ φ ψ ψ の値が式(4.85)のように得られる。 

 

B C D

AB BC

0 0457 0 0290 0 00785

0 01096 0 0511

. PL, . PL, . PL,

. PL, . PL

φ φ φ
ψ ψ

= = − =
= = −

                               (4.85) 

材端モーメントは，式(4.80)に式(4.85)を用いると 

AB 0 0567M . PL= ,   BA 0 1024M . PL= , BC 0 1024M . PL= − , 

CB 0 0019M . PL= − ,  CD 0 0019M . PL= , DC 0 0756M . PL= , 

DE 0 0756M . PL= − , ED 0 0835M . PL= −                                           （4.86） 

のように求まる。したがって，M 図は図 4.52のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.1 節を以下のとおり修正 

・94 ページ下から 1～3 行： 

  節点移動のあるラーメンに固定法の適用を考える。5.1.3 項で説明した手順に沿って，図 5.20(a)に示すよ

うな，ラーメンを用いて説明する。ここで，断面 2次モーメントは部材 AB, BCで I，部材 CD で 2I である。 
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図 4.52  山形ラーメンの M 図(×10-2PL) 

5.67 E A 

C 

7.56 10.24

19.98 

8.35 

0.19 

(a) ラーメンモデル 

A 

C B 

D 

L 

L 

P 

(b) 剛比（K0 = I/L） 

A 

C B 

D 
① ② 

① P 

図 5.20  節点移動のあるラーメン 

(c)自由体の釣合い 
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・95 ページ 2 行目： R = RAB =RCD/2 ⇒ R = RAB =RCD 

・96 ページ，式(5.11)： ( ) ( )AB BA DC CD
1 1

0M M M M P
L L

− + − + − =  

・96 ページ，式(5.12)： 1
1 AB 1 BA 1 DC 1 CD 365

PL PL
X

M M M M
= =

− − − −
 

・96 ページ，式(5.13)：  

AB 1 AB 1 0.225M M X PL= = −  ,     BA 1 BA 1 0.179M M X PL= = −       

CD 1 CD 1 0.215M M X PL= = −  ,   DC 1 DC 1 0.381M M X PL= = −    

 BC 1 BC 1 0.179M M X PL= =   ,     CB 1 CB 1 0.215M M X PL= =     

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

110 ページ，下から 5 行目： L → Lk 

112 ページ，3 行目： N(k)N(k)/EA  →  N(k)N(k)/(EA) 

114 ページ，式(6.10)： 総和の範囲 1～7 を 1～8 に修正 

133 ページ，式(6.65) 荷重の添え字 X1, Y1, ...を 1X, 1Y, ... に修正 

144 ページ，図 7.7： 2θのドットを削除 

148 ページ，式(7.11)の下 3 行目： 「仮装」 ⇒ 「仮想」 

149 ページ，式(7.15)： 矢印の左の項の「MP」の P を添え字に 

150 ページ，式(7.19), (7.20)： Λの後に「=」を挿入 

154 ページ，図 8.3： L-x の寸法線を上に移動 

160 ページ，10 行目： EL ⇒ EI 

175 ページ，解図 6.3(c)： 0.94 と B を結ぶ線を削除 
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図 5.22  節点移動のあるラーメンの断面力図 


